
14 99 4 1/3 4 0 2 0 3 7 0 2 0 6 6 16 82 5 0 2 0 1 0 11 1 1 0 0 0 0
7 35 １ 2/3 2 2 0 0 1 2 0 1 0 3 3 6 34 2 0 1 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
26 121 9 0 5 0 2 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 52 3 0 0 0 0 0 1 3 1 0 0 1 1 29 134 8 0 8 2 0 1 3 4 0 1 0 6 6
10 38 3 0 2 0 1 0 2 1 0 0 0 0 0 4 28 1 0 2 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1
5 30 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0
4 22 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

自責点

ハッブス大起 小酒井凱人
秋本羚冴 曽我颯人
佐藤響
根岸聖也

【評】

3年連続東北大会出場を狙う東北と5年ぶりの東北大会出場を目指す利府の一戦。2回表東北の攻撃。利府の先発小酒井が制

球を乱し、3四球、1暴投などで1死満塁とすると、8番平沢がフルカウントから右越満塁本塁打を放ち試合の流れをひきよせ

た。続く3回表には、4番佐藤玲磨の左越本塁打でさらに引き離した。8回、9回にも1点ずつ追加点を挙げ、試合を決めた。

利府は2回裏に東北の先発ハッブスの悪送球、四死球で二死満塁の好機をつくり1点を返した。東北の投手陣に3安打と抑え

られ、7対1と悔しい敗戦となった。

失点 自責点 投手名 打数 投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 犠飛 三振 四球 死球 暴投 ボーク 失点

打 井島亮太 1 0 0
投 秋本羚冴 1 0 0

（遊） 平沢快留 3 1 4 （左） 鈴木晶礼 2 0 0
（投） ハ ッ ブ ス 1 1 0 （投）一 小酒井凱 3 2 1

三 小野洋一 0 0 1 （三） 万城目琳 4 1 0
（左） 伊達一也 3 0 0 （右） 本多監仁 3 0 0

（中） 渡邊成汰 4 2 0 打 渡邉慶太 1 0 0
（一） 山田翔琶 2 1 0 投 曽我颯人 0 0 0

（捕） 日隈翔弥 5 2 0 （捕） 太田眞斗 3 0 0
（右） 佐藤玲磨 4 2 1 （一） 髙山誠匠 3 0 0

亀谷晋之 4 0 0
（三）投 佐 藤 響 4 0 0 （二） 阿部太翼 1 0 0

投 根岸聖也 0 0 0 （中） 本田寛明 4 0 0

第75回秋季東北地区高等学校野球宮城県大会
□大会第11日目 9 月 25 日 （ 日 ）

準決勝 仙台市民球場 1 時間 52 分 打 安 点 盗 犠 四 三 残 失 併
仙 台 第 三 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 【三】 22 3 0 1 1 3 15 5 0 0
仙 台 育 英 0 2 0 0 6 1 X 0 6 5 2 9 4 59 【育】 21 0 1

（ 7回コールド ）
▽本塁打 寺田,尾形(育)（三） 毛利　晃

7

（球） 野田　学 （一） 雁部　博昭 （二） 森山　宏則

【三】 加藤,道祖尾 ― 熊 ▽三塁打 湯浅(育)
【育】 湯田,田中 ― 尾形

▽二塁打
なし (三)

▽暴投 加藤2,道祖尾1(三) ▽捕逸 なし 湯浅 (育)

【 仙 台 第 三 】 打数 安打 打点 【 仙 台 育 英 】 打数 安打 打点

（右） 尾 形 遥 3 0 0 （中） 橋本航河 3 1 0
（中） 本 郷 泰 3 1 0 （捕） 尾形樹人 3 1 1
（左） 神 稜 真 2 1 0 （遊） 山田脩也 2 0 0
（投）一 加 藤 光 3 0 0 遊 登藤海優 0 0 0
（一）二 齊 藤 夢 1 0 0 （右） 齊 藤 陽 3 0 0
（三） 福島広貴 1 0 0 右 熊 谷 禅 0 0 0

打 金 碧 音 1 0 0 （二）三 湯浅桜翼 3 2 3
（遊） 服部恭弥 3 1 0 （左） 濱田大輔 2 0 0
（捕） 熊 晃 太 3 0 0 （一） 齊藤敏哉 1 1 1
（二） 髙橋絆人 2 0 0 （投） 湯田統真 2 0 0

投 道祖尾秀 0 0 0 打二 寺田賢生 1 1 2
（三） 住石孝雄 1 0 0
投 田中優飛 0 0 0

被安打 本塁打 犠打 失点 自責点暴投 ボーク投球数 投球回数 投球回端数

加藤　光志郎 湯田統真
道祖尾秀明 田中優飛

犠飛 三振 四球 死球投手名 打数 投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 犠飛 三振 四球 死球 暴投 ボーク 失点 自責点 投手名 打数

0 0
小林 寛大 0

【評】

準決勝の第一試合は、現在十連覇中の仙台育英が仙台三を投打に圧倒し、今年も決勝進出を決めた。育英は２回に二本の長

短打と相手のバッテリーエラーで２点を先制し試合の主導権を握る。５回には安打と二つの四球で得た満塁のチャンスに湯

浅の三塁打で３点を追加、さらに寺田の代打ホームランなど長打攻勢で一挙６点を挙げて試合を決定づけた。結局その後も

さらに追加点を奪い、７回コールドで快勝した。一方の仙台三は、相手投手陣継投の前に７回で15三振を喫するなど打線も

沈黙し、散発３安打の完封負けとなった。

準決勝 仙台市民球場 2 時間 28 分 打 安 点 盗 犠 四 三 残 失 併
東 北 0 4 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 7 【東】 33 10 6 3 2 5 4 6 1 2
利 府 0 1 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 2

（ ）
▽本塁打

【利】 28 3 1

（二） 手塚　仁基

8 3 9 10 10

（三） 大槻　充夫 平沢,佐藤玲磨（東）

【東】 ハッブス,秋本,佐藤響,根岸 ― 日隈
（球） 佐藤　拓哉 （一） 三浦　徹

▽三塁打
【利】 小酒井,曽我 ― 太田

▽二塁打 ハッブス
▽暴投 小酒井1（利） ▽捕逸 なし なし

なし
(東)
(利)

【 東 北 】 打数 安打 打点 【 利 府 】 打数 安打 打点

（二） 金子和志 5 1 1 （遊）

投手名 打数 投球数 投球回数 投球回端数 被安打 本塁打 犠打 犠飛 三振 四球 死球 暴投 ボーク


